
  プログラム２ 食物アレルギー 

         

 
 
 
 
時間 内  容 主 な 活 動 留 意 点 

例： 
60 分 
00:10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
00:40 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
はじめのこ
とば 
 
 
 
 
 
３つの約束
確認 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
アイスブレ
イク 
 
 
 
 
 
 
 
ワークショ
ップ 
 
 
 
 
 
 
 

 
「みなさん、こんにちは。ご多用のところ参
加いただきありがとうございます。今日
は、乳幼児期に発症する場合も多いと言わ
れる、食物アレルギーについて、一緒に考
えてみたいと思います。司会の○○です。
よろしくお願いします。」 

 
「この会は、ともに楽しく学び合い、みなさ
んで作り上げていくものです。誰もが『参
加してよかった。』と思える会にするため
に、協力していただきたい３つの約束があ
ります。」 

① 参加 「積極的に話し合いに参加しまし
ょう。全員が参加できるように、協力を
お願いします。」 

② 尊重 「お互いの意見や感じ方を尊重し
ましょう。他の参加者の意見を否定した
り、自分の考えを押し付けたりしないよ
うにしましょう。話したくないことは、
パスしてもかまいません。」 

③ 守秘 「子育ての交流ですから、個人情
報に関わる内容も出てきます。同じ時間
を共有する者同士の信頼関係のうえで
行われる交流です。決して口外しないよ
うにしましょう。」 

 
「それでは、みなさん、少し緊張していらっ
しゃるようですので、一緒にリラックスし
ましょう。」 

肩たたき 
「『うさぎとかめ』の歌を歌いながら、右
手で右となりの人の肩をたたき、左手で
左となりのひとの肩をたたきましょ
う。」 

 
「それでは、緊張もほぐれたところで、お配
りしたプリントの『こんなことありません
か』をそれぞれお読みください。」 

 
グループディスカッション 
<ワーク１> 
「みなさん、このできごとをお読みになっ
て、食物アレルギーについて思ったことを
交流しましょう。」 

 
◇笑顔で親しみやすい言動に努
めましょう。 

 
 
 
 
 
 
◇会を成功させるために、学習を
始める前に参加者全員で「３つ
の約束」を確認しましょう。 

◇一人が話し過ぎないように、時
間配分を考えながら、全員に話
す機会を回すようにしましょ
う。 

◇「相手の目を見てうなずきなが
ら聞くとか、相槌を打ちながら
聞くなどすると、話す人も嬉し
いですね。」と具体的な聞き方
を伝えると分かりやすいでし
ょう。 

◇子育て中の親として、家族に関
わることも話題になりますが、
自由に話してもらうためにも、
信頼関係が大切であることを
理解してもらいましょう。 

◇アイスブレイクとは、参加者の
不安や緊張を氷にたとえ、その
氷（不安や緊張）を溶かすとい
う意味をもった活動です。 

◇１５ページ「７ アイスブレイ
クに活用できる簡単なゲーム」
①参照。 

 
 
◇エピソードについては、詳細な
説明はせずに、読んでいただく
とよいでしょう。 

 
 
◇どんな話が出されているか、簡
単にメモをとるとよいですね。
話している方を見て、うなずき
ながら聞くようにしましょう。 

○食物アレルギーは乳幼児期に発症する場合が多く、食品に対してアレルギー反応がある場合

は、食べたくても食べられない葛藤を家族で協力して乗り越えていくことになります。子ども

への伝え方や対応の仕方を学び合い、前向きに成長できるヒントをもち帰ってもらいましょ

う。 

○食物アレルギーがある場合、園生活においては、命に関わる大切なこととして正しく理解して

もらえるよう、本人が給食時に自分で食べられないものを伝えることや、周りの友達にも理解

をしてもらえる環境作りが大切であることを認識していただきましょう。 

ねらい 

小道具として「お茶」やちょっ
とした「お菓子」があるとやわ
らかい雰囲気を演出 
し、話も弾みやすく 
なります。 

進行案 
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00:10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふりかえり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
おわりのこ
とば 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
<ワーク２> 
「あなたがまことちゃんのお母さんだった
ら、まことちゃんにどう言ってあげます
か？メモをして、グループのみなさんと交
流しましょう。」 
 
 
 
 

 
 
「子どもたちの安全を守るために、私たちが
食物アレルギーについて、資料編にあるよ
うな内容を正しく学ぶことが大切です
ね。」 

 
「私の子どももアレルギーがあって、食事制
限をしなければいけません。喘息症状がで
るので、本人も食べてはいけないものと承
知していますが、そこまでが大変でした。
病院に定期的に通い、少しずつ食べられる
食物が増えてきました。園と情報共有して
きちんと周りの子に説明してもらえ、楽し
く過ごしています。こういう機会でアレル
ギーについての理解が深まっていいです
ね。」 

 
「みなさん、今日参加されていかがでした
か。今回は食物アレルギーについての勉強
会でした。食物アレルギーの子どもは年々
増えているというデータもあります。園で
も家庭でも、安全に楽しい食生活を送るた
めのヒントを得ていただけたならうれし
いです。これからも、お困りのことがあれ
ば、一人で悩まずにこのような機会を活用
し、情報交換をしていきましょう。」 
 

 

 
◇自由に家庭の様子を話せるよ
うに、進行役の方の困っている
ことや悩んでいることを話す
とよいでしょう。 
 

◇グループごとに交流する際、
「自分にもできそう。」、「よい
方法だなあ。」などと思った意
見は、ワークシートの「いい
ね！」の欄にメモを取るとよい
ことを、事前に伝えておきまし
ょう。 

 
◇出された意見をまとめたり、結
論を出したりする必要はあり
ません。自分自身、こんなヒン
トをもらったというように、同
じ立場で話すとよいでしょう。 

 
 
 
◇資料のページをもとに話すの
もよいでしょう。食物アレルギ
ーの原因食品を知ったり、エピ
ペン®について理解したりする
ことも大切です。資料を印刷し
て配布するのもよいですね。 

 
◇最後は、参加者の日頃のがんば
りを認めることのみとし、指示
やアドバイスをすることは避
けましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・ピーナッツがアレルギー物質だと初め
て知った。 

・みんなと同じものをほしがるとき、ど
うしたらよいのだろう。          

 

 

・みんなと同じお菓子が食べたいけれ
ど、まことちゃんの体がかゆくなった
り、苦しくなったりしたらたいへん。 

・お母さんと一緒に我慢しようね。         
 

 

プログラム２ 食物アレルギー 進行案 

-34-


